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ドイツ告白教会の戦いの中から生まれた説教黙想運動。
1965年にドイツでルードルフ・ボーレンと出会い、東京神学
大学、説教塾で長年日本の説教者を指導してきた著者が、
自ら編集委員を務めた『説教者のための聖書講解』『説教黙
想 アレテイア』の両誌等に寄稿した珠玉の説教黙想65本。

1929年、旧満州ハルピンに生まれる。東京高等師範学校付属
中学、旧制第一高等学校、東京大学文学部哲学科、東京神学大
学博士課程前期課程修了。日本基督教団若草教会、牛込払方町

教会、鎌倉雪ノ下教会にて主任担任教師。現在、同教団隠退教師。牧会の傍ら、東京神学大学で実践神学を教え、
再三、ドイツに研究滞在、ハイデルベルク大学客員教授（1986-87）、国際説教学会会長（1995-97）。現在、
説教塾主宰として、説教者の研修指導に励んでいる。

A5判・上製・610頁・定価7,700円（本体7,000円＋税）
ISBN978-4-8184-1088-6　C3016
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半世紀にわたる説教黙想探求の集大成！
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